
広報あんじょう 2019.12.1 霞

「安城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成３０年度の状況に
ついて公表します。
※数値は、特に記載のある場合を除き、平成３０年４月１日現在のものです。
※対象となる職員は、特に記載のある場合を除き、任期の定めのない常勤職員です（再任用職員、任期付職員、臨
時職員は含みません）。

安城市の人事・給与についてお知らせします
特集２

人事評価制度により、職務目標の達成度や仕事の成
果、職務遂行能力を評価し、人材育成や組織力向上を
図る。

●人事評価
分限処分（心身故障のための長期休養）：２０人
懲戒処分：０人
※平成３０年度中に処分のあった職員数。

●分限・懲戒処分の状況

一般研修（職務に応じた能力開発を目的とした研修）、
特別研修（技術的実務遂行のための能力開発を目的と
した研修）、派遣研修（研修機関が開催する研修会に派
遣するもの）を実施。

●研修の実施状況
新規採用職員研修や階層別研修等で、地方公務員法

に定められた市職員としての義務を周知徹底する研修
を実施。通知文書により、服務規律を徹底。

●服務の状況

退職採用職員定数
５１人５２人

１，０９６人 その他死亡定年等他団体
派遣競争試験

０人０人５１人３人４９人

●平成３０年度中の任免の状況

※職員定数は、安城市職員定数条例に定められた職員
の上限数。

１，４０２，５８７千円金額
１，０６６千円職員一人当たりの負担金

●共済組合など負担金（平成３０年度決算から）
１０，４２７千円金額

１０千円職員一人当たりの負担金

●職員互助会負担金（平成３０年度決算から）

女性男性合計
４１人３人４４人育児休業取得者
８人０人８人部分休業取得者
０人０人０人育児短時間勤務取得者
０人０人０人配偶者同行休業取得者
０人０人０人自己啓発等休業取得者

※平成３０年度中に新たに取得した職員数。

●育児休業等の取得者数

●一般行政職の級別職員数
（平成３１年４月１日現在）

７時間４５分正規の勤務時間
午前８時３０分開始時刻
午後５時１５分終了時刻
正午～午後１時休憩時間

●勤務時間
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■問諮人事課（緯〈７１〉２２０３）

人数
１１人退職者数（課長級以上）
３人うち再就職者数

営利企業等に再就職した元職員が現職職員へ
職務に関する働きかけをすることを禁止してい
る。課長級以上の地位にあった元職員に対して
は、再就職状況の届出を義務付けている。

●退職者の退職管理の状況

※「再就職者数」に再任用職員は含まれない。

●主な手当の支給状況
内容種類

正規の勤務時間以外の時間に勤務することを命じられた職員に支給（支給総額４１９，３０９千円、職
員一人当たり支給年額３６２千円（※））時間外勤務手当

年間支給割合 期末手当２．６月分、勤勉手当１．８５月分（職制の段階、職務の級等による加算措置有）期末・勤勉手当
給料、管理職手当及び扶養手当の１２％地域手当
配偶者６，５００円、父母等６，５００円、子１０，０００円、１６～２２歳の子、孫及び弟妹一人につき５，０００円加算扶養手当
家賃の額に応じて、最高２７，０００円まで支給住居手当
距離に応じて、最高２９，５００円まで支給（公共交通機関利用者は運賃相当額、最高５５，０００円）通勤手当
管理職の責任の度合いに応じて定額支給管理職手当
著しく危険・不快・不健康な勤務や、その他困難な勤務に支給特殊勤務手当

※時間外勤務手当の支給総額及び職員一人当たり支給年額は、任期に定めのない常勤職員以外も含む。

早期・定年自己都合勤続年数／事由
２４．５８６８７５月分１９．６６９５００月分２０年
３３．２７０７５０月分２８．０３９５００月分２５年
４７．７０９０００月分３９．７５７５００月分３５年
４７．７０９０００月分最高限度

２１，６１８千円３，２６１千円平均支給額

※定年前早期退職募集制度は３～４５％加算。

●退職手当支給割合

３０年２５年２０年１０年初任給学歴／経験年数
４１０，２０９円３８２，７０８円３３５，４５０円２４８，４００円１８５，８００円大卒
３８５，１００円３０２，７００円２２７，０００円１５１，５００円高卒

●一般行政職の経験年数別平均給料月額

※斜線部分は該当する職員がいないことを示す。

●職員の平均給料月額等
（平成３１年４月１日現在）

平均年齢平均給与月額平均給料月額区分
４０．２歳

（４０．２歳）
３７６，７０３円

（３７４，４７１円）
３１２，１５１円

（３１１，５８７円）一般行政職

４８．８歳
（４８．０歳）

３５９，７４０円
（３５３，０６０円）

２９３，４０８円
（２８７，８５９円）技能労務職

４３．４歳３２９，４３３円一般行政職（国）
※給与には、給料のほか毎月決まって支給する手当（地域手当、

扶養手当、住居手当、通勤手当及び管理職手当）を含む。
※カッコ内の数字は平成３０年４月１日現在。

●人件費の状況（平成３０年度決算から）

人件費率（Ａ÷Ｂ）歳出額（Ｂ）人件費（Ａ）

１４．０％６６，３６３，８９２千円９，２６１，８９７千円

※人件費には、特別職に支給する給料・報酬等を含む。

※期末手当は、平成３０年度支給割合。

●特別職等の給料・報酬
（平成３１年４月１日現在）

期末手当月額区分

６月期 １．５７５月分
１２月期 １．７７５月分

計 ３．３５月分

１，０４１，０００円市長
８５２，０００円副市長
７４９，０００円教育長
５７６，０００円議長市

議
会

５３３，０００円副議長
４８０，０００円議員
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